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学位審査の結果の要旨 

丹羽新平氏の学位申請論文は主論文1編からなり、主論文のタイトルは「Inverse 

association between maternal 25OHD level and cord GLP-1 / GIP concentrations.」、日

本語では「母体血中25-ヒドロキシビタミンD (25OHD)濃度と臍帯血中インクレチン (GLP-1, 

GIP)濃度との逆相関」と題され、2015年にPediatric Research 誌に発表された。同誌のイ

ンパクトファクターは2014年で2.314である。以下、審査委員会における審査結果を記載

する。 

  

平成28年4月6日、松島雅人、松浦知和両審査委員出席のもとに公開学位審査会を開催

し、丹羽氏による研究概要の発表に続いて、口頭試験を実施した。試験では以下のような質

問があった。 

 

1. 研究の目的が Thesisに要領よく記載されていない。いったい何が research question
なのか分からない。記載を改めてほしい。 

2. これはメインの研究のサブ解析の位置づけか？もともとのプロトコールに今回の研究
の記載がされているのか？今回の研究に関する倫理審査は通過しているのか？確認し

てもらいたい。 

3. 既存の検体を用いた後ろ向き研究と考えられるが、それであれば前向きコホート研究と
いうのは間違いではないか？ 

4. 妊娠するとビタミンDは欠乏状態になるのか？ 
5. 連続サンプリングで行ったのか？特定の患者だけを選択した様なことはないか？ 
6. 正規分布に従うか、そうでないかで統計解析の手法が異なるが、正規分布性をどのよう

な方法で判断したか？ 

7. 重回帰分析で、どのように交絡因子を決めたのか？ 
8. 単変量解析で有意でなく、多変量解析では有意となる変数がありうるが、その様なこと

はなかったか？ 

9. 最終的なアウトカムはグリコアルブミン値ではなくて臍帯血の血糖値の変動が適切だ
と思うが、なぜグリコアルブミンにしたのか？ 

10. 欠乏、不十分、十分とビタミンDの血清濃度を分類しているが、これは一般的なことか？ 
11. 正常値ではなくて基準値にすること。 
12. 方法のところに、この研究で何がアウトカムなのかを記載すること。 
13. なぜ日本人はビタミンDが欠乏しているのか？ 
14. 日本人は、その他の人種に比べビタミンDが欠乏していると言えるのか？病的な意義は

あるのか？ 

15. グリコアルブミンは、成人ではアルブミンの変性蛋白質と考えられているが、臍帯血で
検出されるグリコアルブミンにはどういう意味があるのか？そもそも、測定されている

のは、本当にグリコアルブミンなのか？ほとんど存在しなのではないか？ 

16. ビタミンDとグリコアルブミンは正の相関をしめしている。これはビタミンDが膵ベー
タ細胞の機能を改善するという事と相反してないか？ 

17. ビタミンDが膵ベータ細胞の機能を改善する分子メカニズムは何か？ 
 

 

上記質問に対して丹羽氏は適切に回答した。その後、松島、松浦両教授と慎重に審議した結

果、今回の研究は健常妊婦におけるビタミンＤの糖代謝への影響を明らかにした重要な研究

であり、学位を授与するに値する研究であると結論した。ただ口頭試問の際には、明確に述

べられたResearch QuestionがThesisでは分かりにくいこと、ならびに倫理審査に関する

記載が十分に事実を説明されていないことが指摘され和文Thesisの訂正、加筆を指示した。



再提出されたThesisでは上記2点が改善されていることを審査委員全員で確認した。 
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